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方法

古文書入門講座については、教材費分として受講者が2、000円負担

　埋蔵文化財以外の文化財の調査や、利活用を含めた啓発事業を学校法人足立学園
（愛知文教大学）に委託して実施。
　職員は委託業務に関する諸手続きや、講座の受講受付や広報、会場の調整等をおこ
なう。
【委託業務内容】
文化財啓発事業調査研究業務の委託（委託料17,000千円）
　古文書調査、歴史講座、古文書入門講座、文化財の悉皆調査の実施。
　　連続歴史講座　5回
　　古文書入門講座　前期8回　後期8回
　　古文書調査　51回
　　文化財資料の整理　他
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か）
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指定管理・外郭団体

　文化財の発掘調査だけでなく、市内に残る貴重な文化財、古文書等を調査、研究する
ことにより、小牧の歴史遺産を後世に伝える。
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文化財啓発事業

425

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　発掘調査以外の文化財の保護や、利活用、啓発の機会が減少し、講座や講演会な
ど、市民が身近な場所で学ぶ場所の提供ができなくなる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)
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今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　今後も市民ニーズにあわせ、引き続き（埋蔵文化財以外の）文化財の調査や研究、啓
発事業を積極的に実施し、情報を発信する。

　大学という専門機関の技術やノウハウを活用することにより、文化財の研究や利活用
がに適切に実施でき、市民も高いレベルでの知識を享受することができた。

講座回数

古文書調査

事業目的の
達成状況

　講座の内容により回数を絞ったため当初想定した受講者の目標には及ばなかったも
のの、市内に残る貴重な文化財、古文書等を調査、研究をし、講座や講演会など市民が
歴史や文化財に触れ、学ぶ機会を提供できた。

500

988

調査目録の発刊 冊

― ―

25

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

受講者数

活
動
指
標

活動指標名

H21

4

452

90

500

－―

500

－

H23

15

H22

H23H22

25

51

2123

判　　　定

H21

回

回


	シート

